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研究概要

（社会活動 特許等取得状況 産学連携・技術移転の対応等）社会貢献等

今後の展望

（特徴と強み等）教育・研究活動の紹介

子どもの体力は低下傾向にあり、体力・運動能力調査から、昭和60年頃を境に子どもの走る力、投げる力な
どは、全年代において長期的に低下の一途をたどっていることが明らかにされています。こうした問題に対応す
るには、パフォーマンスのような量的な数値データではなく、動き方の特徴のような質的なデータが重要となり
ます。下図は、男子小学生の投動作をコンピュータによって動作を解析したものです。こうしたデータをもとに、
子どもの各種運動（動作）の特徴を明らかにしていきます。そして、望ましい投動作モデルの動きに対して動き
のポイント（注意点）や体力的な運動プログラムを具体的に提案します。また、体育を専門としない小学校教員
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就学前の幼児から中学・高校生までの運動能力（動作発達）について研究しています。その中で、走・跳・投
などの運動能力を記録だけでなく、その動き方を評価する観点を明らかにしようとしています。そして、これま
での研究成果をもとに各年齢に応じた体力や運動能力を高めるための具体的な対策や方法についてアドバイスし
たいと考えています。
最近では、体育授業においてICTを活用して効果的な学習成果を得るための研究も行っています。

今後は、効果的なICTの活用方法を提案できるよう研究を進めていきたいと考えています。

栃木県教育委員会のとちぎ子どもの未来創造大学の体験講座「子どものかけっこ教室」を開催しています。そ
の取り組みは、将来教員を目指している学生も参画し、スポーツ指導を通して子ども理解を深める活動に役立っ
ています。
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の先生に対して、動作の良
否を評価するための運動観
察の観点を理解するための
研究も行っています。

37


	
	スライド番号 3




